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「生物基礎」でご好評いただいているナビゲーションノートの「生物」版です！
「生物基礎」と同様の，学習内容の整理に最適な，授業用プリントをイメージした書き込
み式ノート教材です。
日々の授業で，教科書の学習内容の確認にお使いいただけます。
また，奥付のQRコードからアクセスして，本書の解答や教科書の解説動画を閲覧できま
すので，自学用としてお使いいただくのにも便利です。

　　『改訂版 生物』に完全準拠の
授業用プリント型ノートが登場！
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書籍の内容は，ご採用校専用データ「授業用スライド
データ」と連動しています。

教科書の参照ページを示しています。

図版は教科書と同じものを使用し，
用語もあわせています。

教科書の「節末チェック」，「問」，「思
考学習」を，解答スペースつきで掲
載しています。

教科書に掲載されている「考えてみ
よう」，「探究の歴史」，「参考」など
の内容も掲載していますので，一歩
踏みこんだ内容まで扱うこともで
きます。
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第 1 節 生命の起源と生物の進化 p.10～21

 1  生物の多様性と共通性 −生物はなぜ共通の特徴をもっているのか？ p.10～21

すべての生物がもつ特徴 

①〔1 細胞 〕からできている。 

②遺伝情報を担う〔2 DNA 〕をもっている。 

③生命活動にエネルギーが必要である。 

←すべての生物がこのような特徴をもつのは，共通の祖先から〔3 進化 〕してきたた

め。 

2  原始地球と有機物の生成 −有機物はどのようにして生成されたのか？

 A  原始地球 
・地球は，今から約〔4 46 〕億年前に誕生した。 

・誕生してまもないころの原始地球では微惑星やいん石が次々と衝突して，表面は 

〔5 マグマ 〕でおおわれていた。 

→微惑星やいん石の衝突が減り，表面がしだいに冷えて〔6 地殻 〕が形成された。 

・水蒸気や二酸化炭素・窒素・二酸化硫黄などでできた原始大気が表面をおおい， 

遊離の〔7 酸素 〕はほとんどなかったと考えられている。 

→地表の温度がさらに低下すると，水蒸気が雨となって降りそそぎ，およそ〔8 40 〕

億年前までに，〔9 海洋 〕が生まれた。 

 B  有機物の生成 
・二酸化炭素やメタンなどの〔10 物質 〕に，雷や

紫外線，熱などのエネルギーが加わる。 

→〔11 アミノ酸 〕や〔12 糖 〕などの有機物

が生成されたと考えられている 

・海洋底の〔13 熱水噴出孔  〕付近では，高い水

圧で水の沸点が数百℃にもなり，メタン・硫化水

素・水素・アンモニアなどもあって，アミノ酸をは

じめとする多くの単純な構造の〔14 有機物 〕が生じたと考えられている。 

・単純な構造の有機物が多量に蓄積すると，それらが結合して，タンパク質や核酸などのよ

り〔15 複雑な 〕有機物が生成したと考えられる。 

・〔16 化学進化 〕…生物が出現する前に起こった，無機物から単純な構造の有機物を経

て複雑な有機物が生成されていった過程。 
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 地球環境の変化と生物の移り変わり  p24～25  

・地球上で最古の岩石ができてから今日までを〔a 地質時代 〕といい，以下のよう

に区分される。 
・〔b 先カンブリア時代 〕…約 46 億年前～約 5 億 4000 万年前までをさす。地球の

誕生以降，大形の多細胞生物が出現するまでの時代。 

・〔c 古生代 〕…約 5 億 4000 万年前～約 2 億 5000 万年前までをさす。この時代

のカンブリア紀に起こった，爆発的な生物の多様化は，〔d カンブリア紀の大爆

発 〕とよばれている。ペルム紀末には大量絶滅が起こったとされている。 

・〔e 中生代 〕…約 2 億 5000 万年前～約 6600 万年前までをさす。動物では恐竜

類などのは虫類，植物では裸子植物が繁栄し，白亜紀末には大量絶滅が起こった。 

・〔f 新生代 〕…約 6600 万年前以降をさす。植物では被子植物，動物では哺乳類や

鳥類が繁栄した。新第三紀には人類，第四紀にはヒトが出現した。 

p.24～25 

① 地球において，どのような過程で無機物から細胞が誕生したと考えられているのか，説明してみ

よう。 

原始地球の大気中や海洋底の熱水噴出孔などで，無機物からアミノ酸や糖などの単純な有機物 

がつくられ，やがて，タンパク質や核酸などのより複雑な有機物も生成された。また，脂質など 

の膜構造をもつ小胞が形成され，ある程度秩序だった化学反応，つまり代謝が行われるように 

なり，さらに，核酸が遺伝情報を担い，タンパク質が酵素としてはたらく自己複製系ができ，  

細胞が誕生した。 

② 生物が誕生した後，生物によってどのように地球環境が変化し，地球環境によってどのように生

物が進化してきたのか，説明してみよう。 

ⓐ 生物の出現により，原始海洋中の物質の組成が変化していった。特に酸素発生型光合成を 

行うシアノバクテリアの出現により，水中の鉄イオンが酸化鉄になることで失われ，やがて呼吸 

に適した酸素濃度に達すると，それが好気性生物出現の引き金になった。 

ⓑ 先カンブリア時代末に多細胞の藻類が出現すると，大気中の酸素濃度が上昇し，やがて大気 
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第 4 節 進化のしくみ p.42～59

 1  進化と突然変異 −進化につながる突然変異とは？ p.42 
・〔1 変異 〕…同種の個体間に見られる形質の違い。 

〔2 環境  〕変変異異：環境の違いによって生じ，遺伝しない変異。進化に関係しない。 

〔3 遺伝的 〕変変異異：遺伝子の違いによって生じ，遺伝する変異。進化に関係する。 

〔4 突然変異 〕によって生じる。 

・〔5 配偶子 〕に生じた突然変異は次代に受け継がれ，進化に関係する。 

 2  集団としての進化 −進化の要因は何か？  p.43～49 

 A  遺伝子プールと遺伝子頻度 
・個体レベルで生じた突然変異が，世代をこえてその種の集団内に

広がっていく。 

⇒種の形質が変化することがある。 

・〔6 遺伝子プール 〕…種の集団がもつ遺伝子の集合全体。 

・〔7 遺伝子頻度 〕…遺伝子プールにおける対立遺伝子（アレ

ル）の割合。 

・有性生殖を行う生物では，次代に伝えられるのは遺伝子型ではな

く遺伝子そのもの。 

⇒〔8 遺伝子頻度 〕の変化によって進化を考える必要がある。 

 B  遺伝子頻度の変化 
・ある昆虫に対して，新しく殺虫剤 X を散布すると，昆虫が激減

した。 

→数年後には，殺虫剤 X を散布しても，ほとんど効かなくなっ

ていた。 

・殺虫剤 X が散布される前：集団内で，殺虫剤 X に対抗する

形質を現す遺伝子（耐性遺伝子）の遺伝子頻度が 

〔9 低かった 〕。 

⇒殺虫剤 X がよく効いた。 

・数年後：集団内で，耐性遺伝子の遺伝子頻度が〔10 高

く 〕なっていた。 

⇒殺虫剤 X がほとんど効かなかった。 
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・p1＝0.2，q1＝0.8 とし，s＝0 のとき

と，s＝0.8 のときとで，遺伝頻度の変

化を比較する（右表）。 

⇒s＝0 の場合には，A，aの遺伝子頻度

は変化しない。一方，s＝0.8 の場合に

は，aの遺伝子頻度が世代を重ねるた

びに〔g 減少 〕していく。 

⇒注目する遺伝子から現れる形質の間で自然選択がはたらくと，遺伝子頻度は世代ごと

に変化していく。 

  aa の個体が生殖可能になる前に死亡する割合が，もっと低い場合や高い

場合には，遺伝子頻度はどのように変化するだろうか。 

 19 世紀の進化説  p.54 

・19 世紀初頭，ラマルクは，よく使用する器官が発達し，使用しない器官が衰退するこ

とによって生物の進化が起こるとする考え方（＝〔a 用不用説 〕）を唱えた。 

→この考え方では獲得形質が子孫に伝わることを仮定しており，その後の遺伝学によっ

て否定されている。 

・19 世紀半ば，イギリスのダーウィンは，その著書「〔b 種の起源 〕」で 

〔c 自然選択説 〕を唱えた。 

・自然選択説では，もともと生物には多様な変異が存在し，次世代に引き継がれ，その中

で環境に適したものが生き残ることで進化すると考えた。 

s＝0 の場合 s＝0.8 の場合 

p1，q1 0.2，0.8 0.2，0.8 

p2，q2 0.2，0.8 0.41，0.59 

p3，q3 0.2，0.8 0.57，0.43 

p4，q4 0.2，0.8 0.67，0.33 

aaの個体が生殖可能になる前に死亡する割合が，もっと低い場合（自然選択が弱くはたらく 

場合）として s＝0.5，もっと高い場合（自然選択が強くはたらく場合）として s＝1.0 で計算 

した各世代の遺伝子頻度は次のようになった。 

ご採用校には，本冊Word
データ，紙面PDFデータ，

解答PDFデータ，授業用スライ
ドデータ（PowerPoint・Google
スライド）※，自己評価表Excel
データをご用意しています（専
用サイト「チャート×ラボ」より
ダウンロードできます）。
※�教授資料の付属データ（授業

用プリント対応タイプ）と同
じものです。
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本書は一部に植物油インキを
使用しています。
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